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登壇 

 

 

村井：  

まず本日のポイントのところから説明したいと思います。 

第 1 四半期の実績としては、一過性の要因が大きく、また昨年の反動もあり、減収減益という結果

となっております。利益についても計画を下回って進捗しております。ただし、3 月以降につきま

しては、国内、海外とも回復傾向にあるというのは明るい材料です。 

地域別の売上高ですが、国内ではヘアケア用剤が引き続き堅調でした。ただ染毛剤がやや低調とい

うことと、化粧品が昨年好調であった新製品に対する反動減があり、減収になっています。 

それから海外については、アメリカが引き続き順調です。一方で、韓国と中国については、一過性

の要因や反動減などがあり、減収となりましたが、第 2 四半期以降は改善していくものと考えてい

ます。引き続き、状況を注視していきたいと思います。 

営業利益については、やはり減収が大きかったということになりますけれども、販管費も前期比で

は増加していますので減益ということになっております。対計画で見ても、やはりこの減収が大き

な要因になって未達となっております。 
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それから通期の見通しです。後ほどまた説明しますが、今の段階では据え置きとしております。3

月以降は国内海外ともに回復傾向で堅調に推移しておりますので、通期見通しは変えないという判

断をしております。 

 

連結の損益計算書です。 

減収減益になっております。 

まず売上の部分について説明を加えさせていただきます。 
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連結売上高の未達要因です。 

当社はこれまで売上が計画を下振れることは少なかったこともあり、今回は説明を要するという判

断をしております。特に、1～2 月の一過性の要因や、反動減の内容がどのようなものであったの

かについて、ご説明したいと思います。 

まず国内は、未達幅が 7.3 億円でした。市場要因としては、美容室への来店頻度の鈍化がありまし

た。特に 2 月あたりは厳しい状況だったようです。 

それから自社要因としては、化粧品の新製品が残念ながら未達となりました。昨年が非常に好調だ

ったこともあり、ハードルが高い状況の中で、今年の新製品を発売いたしました。元々計画として

は昨年ほどの売上が上がるとは思っていなかったのですが、残念ながらその水準にも届かなかった

というところです。それから染毛剤につきましては、市場全体が伸び悩んでいるということも大き

いのですけれども、製品の性能差が小さくなってきている中で、メーカー間の競争が厳しくなって

きており、販売が伸び悩みました。 

次に海外について説明します。海外の中で一番売上ウエイトの高い韓国については、まず 1 月に政

治不安によるものと思われる影響を受けました。消費者が美容室にも来店しにくいという状況があ

ったようです。それから、もう一つ要因として、代理店の在庫調整がありました。これが 1 月に重

なったことによって厳しくなったと考えております。 
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加えて、もう一つの要因として円高があります。ウォンに対しては計画よりも円高に振れたという

ことがマイナス要因となりました。また、その他の地域でも、値上げ前の駆け込み需要に対する反

動減がありました。 

これに対して 3 月以降の市場要因としては、まず国内においては、来店頻度が 3 月あたりからほぼ

例年並みに戻ってきているかなというのが見て取れるような状況になっております。 

次に、自社要因としては、ヘアケア用剤は順調ですので、他のカテゴリーの成長が多少落ち込んだ

としても、十分カバーできるほど伸ばしていけるのではないかと考えております。染毛剤について

は、評価の高いヴィラロドラカラーが順調に伸長しておりますので、このあたりが貢献してくれる

のではなかろうかと考えています。 

それから海外では、韓国での在庫調整は収束しております。政治不安の先行きは不透明なところも

ありますが、今のところは堅調に推移しております。円高・ウォン安の傾向は、継続しております

が、今後も続くのか、円安傾向に振れるか、このあたりのことはなかなか判断しづらい部分ですの

で、ご理解いただければと思います。 

また、その他の地域において、駆け込み需要の反動減も想定以上ではあったのですけれども、通期

では正常化していくということを想定しております。 

 

次に、連結の営業利益、前年同期比のウォーターフォールです。 

売上が前年対比で減収となったことがマイナス要因となります。 
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販管費については想定していた通り、人件費などが増加したことで、減益になりました。 

 

次のページ、連結営業利益の対計画増減要因です。 

これは何といっても、売上の未達が大きかったです。 

経費は計画より使っているというものがそれほどあるわけではないので、むしろ残しているという

状況ではあります。ただ、概ね計画に対してはおそらく使っていくのではないかなという判断はし

ております。 

また後ほどこのあたりについて、ご説明申し上げます。 
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国内・海外の売上高・営業利益です。 

日本国内については 2.5%減収となっております。海外についても 3.9%の減収という形で推移して

おります。この中ではアメリカがプラスということで、引き続き順調だということを見ていただけ

るかと思います。 

 

地域別業績、日本国内の状況です。 
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引き続きヘアケア用剤は堅調でしたが、染毛剤や化粧品のマイナスをカバーしきれなかったという

ことが言えます。3 月以降は堅調に推移していますので、通期計画は据え置いております。染毛剤

の苦戦については、今後いろいろ対策を打っていくことで止めたいと考えています。 

また利益については、公表している通り、ヘアケアの既存品の一部での値上げを 5 月 1 日に始めて

おります。その影響がどうなるか、まだ値上げを実施してから間もないタイミングですので、読み

きれないところもありますけれども、利益に対してはプラスになることは間違いないので、このあ

たりを今後も注視していきたいと考えております。 

 

韓国です。 

やはり政情不安による消費の停滞が大きかったと捉えています。また代理店の中で、特定の大きな

代理店の倉庫移転があったことにより、それに伴う在庫調整がありました。これは通期で見ればほ

ぼ解消していくものと考えていますので、特に問題とは考えておりませんが、残念ながら第 1 四半

期の実績としては、厳しい数字が出たことは確かです。 

それから利益についても、減収とフィールドパーソンの増員によって、減益ということになってい

ますが、これは当初から計画していたものですので、通期で見れば計画線に届くものだと考えてお

ります。 
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次に中国です。昨年の 1 月、昨年は春節のタイミングが早かったのですけれども、春節前に美容室

への来店が急増したということがあって、昨年の 1Q は売上が大きく増えました。そこのハードル

が高かったこともあり、今期の売上は昨年には届きませんでした。ただし、会社の計画は上回って

いるという状況なので、堅調に推移していると考えております。 

売上高の水準の回復に伴って、利益の方も順調にいっているということではありますが、まだまだ

販促関係の費用で投入していない部分もありますので、通期では計画の達成を目指すという動きに

なるかと考えております。 
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米国です。米国の美容室市場においても消費マインドの低下がやや見られるようです。 

現地社員に聞いてみると、そのあたりが気になるということは確かに聞くのですけれども、当社の

実績としては堅調に推移していると言えるかと思います。やはりヘアケアのグローバルミルボンを

中心に、順調な状況が続いているかなと思っております。クリエイティブディレクターとして活動

してくれている Anh Co Tran 氏とのマーケティング施策も、これに貢献していると考えておりま

す。 

利益については、減益幅が拡大しております。人員を増やしたことによる影響ですが、これは想定

していたことですので、通期で見れば問題はなく、今のところは通期計画の達成に向けて、順調に

推移しております。 
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また、米国の関税による当社業績への影響は、状況が流動的に変化しておりますので、本当にどう

なるのか、今現在もはっきりしないというのが正直なところです。 

ここに書かせていただいたのは、4 月 1 日から 12 月 31 日まで、関税率が 10%の場合で、アメリ

カにおける売上高が通期業績予想通り着地する。加えて、関税による消費マインドの低下というの

が数量減には数字上は織り込んでいないという前提で考えておりますが、約 7,000 万円の減益要因

になるのではないかと、今のところの見立てとなります。 

これはまだ見通せない部分も多く、今後どうなるかわからないので注視していかないといけませ

ん。そういう意味では、対処としての価格改定なども視野に入れていこうと考えています。 

ただ、消費者マインドがものすごく冷え込んでいるときに値上げをするというのはどうかというこ

ともありますし、他社がどうするのかというのも見極めていかないといけないと考えております。 
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第 2 四半期以降の見通しです。 

通期計画は据え置きます。様々な販売施策をこれから打っていきますし、コストダウンによる効果

も期待できますので、通期計画は達成していけるものと考えております。 

売上高について、国内のヘアケア用剤は引き続き堅調に推移しておりますので心配はしておりませ

ん。課題は染毛剤のところです。グレイカラーは比較的堅調に推移していると判断しております。

一方、ファッションカラーについては、これまでの美容室に対する教育活動だけではなかなか厳し

いということもありますので、新たに公式 SNS や、美容室予約サイトからアプローチを強化し、

顧客がミルボンのカラーを指名していただけるような取り組みを進めて行こうとしております。こ

の施策がプラスに働くのではないかと考えておりますが、効果を十分に見守っていかなければいけ

ないと思っております。 

海外については、昨年の反動や、一過性の要因による減収でしたが、通期では概ね期初計画通りに

進捗すると見ております。 

関税や為替の問題については、これからどうなっていくか若干不透明な要素があるのは確かですけ

れども、そういうことを含め、今後の取り組みによって、計画の達成を目指していきます。 

営業利益についてです。足元の原材料価格は、計画対比で言うとやや減益要因となり得ると想定し

ておりますけれども、工場の方でも様々なコストダウンの取り組みを行っており、十分相殺できる

と考えております。 
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また、当初計画の想定通り、5 月 1 日出荷分から国内のヘアケア用剤の一部で価格改定を実施しま

した。これにより、利益の伸長を図ってまいります。 

販管費については、先ほど計画対比では少し残しているというお話をしましたが、様々なリスク要

因もありますし、利益を達成していくというのは、たとえ売上が到達したとしても簡単ではないと

いうことは認識し始めていますので、経費について全体的に見直そうという動きをしております。

ですから、1Q において使い残している分を全部使うということではなく、必要最小限のものは使

いますけれども、十分に検討しながら進めていきたいと考えております。 

以上のような取り組みも含め、通期業績の予想を据え置くということを申し上げておきたいと思い

ます。 

 

最後にキャピタルアロケーションの方針についてのご説明になります。 

今年の 2 月の通期決算説明会で、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につい

て」の当社の考え方を公表しました。 

2026 年に向けて、国内工場において大きな投資を控えている中で、2 月の段階ではできるだけ手

元資金で何とかしようと考えていましたが、資本効率の改善が引き続き重要な要素になっておりま

す。 

もちろん大規模投資となるので、借入は必要になるとは思っておりましたが、借入を中心にすると

いうよりは、手元資金を中心とした計画で考えようとしていたので、資料の左下に図が出ているよ
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うに、2026 年まではこういう形で考えていくと発表いたしました。一方、社内検討を進める中

で、有利子負債をもっと有効に活用し、有利子負債を中心に資金を投下することの検討を現在進め

ております。 

工場投資の資金の調達については、ほぼそういう方向で落ち着きそうなので、そうなってくると

2026 年までのキャピタルアロケーションも変えていくということも視野に入ってくると考えてい

ます。 

このあたりはもちろん確定次第、開示しないといけない話になりますので、今の段階で詳細を申し

上げることはできませんけれども、キャピタルアロケーションの変更を検討しているということだ

け申し上げておきたいと思います。 

以上、ご説明申し上げました。ありがとうございました。 
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本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して利用者が被った

損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負わないものと

します。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害のみならず、逸

失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生的若しくは付

随的損害の全てを意味します。 

 

本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま

す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部

又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付

与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 


